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事業活動の概要

　1-1,事業概要

【 事 業 所 名 】 光進ホールディングス株式会社

【 代 表 者 名 】 代表取締役　細川　忠広　(ﾎｿｶﾜ　ﾀﾀﾞﾋﾛ)

【 所 在 地 】 本社　　　　　　　　 　 ：  北九州市小倉北区西港町125番8号
光進総建株式会社　：  北九州市小倉北区西港町125番8号
光進工業株式会社　：  北九州市小倉北区西港町125番8号
株式会社CLG　　　　：  北九州市小倉北区西港町125番8号
株式会社テラ 　　　　：  北九州市小倉北区西港町125番8号

　　　　　　　　　　　   

【 設 立 年 月 日 】 令和3年4月15日

【 資 本 金 】 38,00万円

【環境管理責任者】 代表取締役　細川　忠広　（ﾎｿｶﾜ　ﾀﾀﾞﾋﾛ）

【 連 絡 担 当 者 名 】 経営管理室　室長　玉井　和美　（ﾀﾏｲ　ｶｽﾞﾐ）

【 連 絡 先 】 TEL（093）953-6451
FAX（093）581-7007

【 E- ｍ ａ ｌ 】 info@koushin-hd.co.jp

【 ホ ー ム ペ ー ジ 】 https://koushin-hd.co.jp

【 事 業 の 内 容 】 産業廃棄物処分業・産業廃棄物収集運搬業
一般廃棄物収集運搬業（A類）
建設業・再生材料販売・更生保護事業
ハウスクリーニング業・清掃業

【当社の事業年度】 4月1日～翌年3月31日

　1-2,対象範囲

【認証・登録範囲】 全組織・全活動

　1-3,事業の規模

【 事 業 の 規 模 】 単位 令和2年 令和3年 令和4年
売上高 百万円 524 788 959

従業員数 人 31 60 67
事業所面積 ｍ2 332 332 332
倉庫床面積 ｍ2 1312 1312 1312

資機材置場面積 ｍ2 2225 2225 2225
工場・作業所等床面積 ｍ2 6386 6386 6386
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　1-4,会社沿革

令和3年 資本金38,000,000円で【光進ホールディングス(株)】　設立

資本金5,000,000円で【光進総建(株)】設立

（光進工業(株)の建設部門を分社化により）

令和4年 光進ＨＤグループ　全社　ＳＤＧｓ登録

令和5年 光進ＨＤグループ　全社　パートナーシップ構築宣言　登録

　1-5,組織図

12名

8名 10名

29名

8名 67名

(株)テラ

道路・路面標識工事業

光進ホールディングス(株)

持株会社

管理業

光進工業(株)

産業廃棄物　中間処理業

再生材料販売

ハウスクリーニング業

産業廃棄物　収集運搬業

光進総建(株)

解体工事業

建設業・更生保護事業

(株)CLG

アスベスト調査 清掃業

合　計
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　1-6,処理実績・許可一覧

　1-6-1,処理実績

（ｔ） がれき類 ガラスくず 廃石膏ボード 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 紙くず 木くず・繊維くず 建設混合廃棄物 塵芥 ｶﾝ・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 合計

29,117.83 4,898.32 2,150.33 8,766.40 245.00 2508.42 1189.8 - - 48,876.10

11,520.40 3,594.40 105.98 239.67 31.96 515.29 1189.8 - - 17197.5

- - - - - - - 65.6 - 65.6

　1-6-2,建設業許可一覧
光進工業(株)

許　可　番　号 　　　　福岡県知事　許可（　般-3　）　第10979号

許可の有効期間 　　　　令和3年10月19日　から　令和8年10月18日　まで

種　　　　　　類 　　　　建築工事業　　土木工事業　　とび・土工工事業　　解体工事業

光進総建(株)

許　可　番　号 　　　　福岡県知事　許可（　般-3　）　第114658号

許可の有効期間 　　　　令和3年10月22日　から　令和8年10月21日　まで

種　　　　　　類 　　　　解体工事業

(株)テラ

許　可　番　号 　　　　福岡県知事　許可（　般-30　）　第98350号

許可の有効期間 　　　　平成30年9月8日　から　平成35年9月7日　まで

種　　　　　　類 　　　　土木工事業　　とび・土工工事業　　解体工事業　塗装工事業　網構造物工事業　舗装工事業

　1-6-3,一般廃棄物収集運搬業許可一覧

許　可　番　号 　　　　北九一廃　　第177号

許　可　期　間 　　　　令和　4年　4月　1日　から　令和　6年　3月31日　まで

事 業 の 範 囲 　　　　A類（ふん尿を除く一般廃棄物） 

積　　　　　　替 無

事 業 の 区 域 　　　　北九州市内

　1-6-4,産業廃棄物処分業許可一覧

１．事業範囲

事業区分 破砕・減容

廃棄物の種類 廃プラスチック 紙くず 廃プラスチック

許可番号

２．事業の用に供する全ての施設

施設の種類

廃棄物の種類 ガラスくず がれき類 鉱さい 廃石膏ボード 廃プラスチック 木くず 繊維くず 廃プラスチック 紙くず 廃プラスチック 廃プラスチック

設置場所

設置年月日 １３．１１．１９ １７．４．６ ２７．３．.２３

処理能力 ３２０ｔ／日 ３２０ｔ／日 ４４０ｔ／日 １６ｔ／日 ４．１５ｔ／日 ６．４５ｔ／日 １．４９ｔ／日 １．７ｔ／日 ２．６ｔ／日 ０．０８ｔ／日 ０．１８ｔ／日

許可年月日

許可有効年月日

許可番号

処理方式 破砕 破砕・減容 破砕・減容

構造・設備の概要 ０．４２５㎜ インゴット インゴット

環境保全対策 室内工場 室内工場 室内工場

集塵機 換気扇の使用 換気扇の使用

カーテンを使用

換気扇の使用

換気扇の使用 換気扇の使用

プレス紙

散水により　粉じん対策に努める 室内工場 室内工場

破砕 破砕 圧縮

許可番号第　７６２０００８２０４　号

ＲＣ４０・ＲＭ２５・ＫＲＢ４０ ３０㎜ プレスプラ

５．９．１６ ２２．３．４ １６．９．２４

平成30年　9月16日

平成37年　9月15日

破砕・溶融施設

福岡県北九州市小倉北区西港町１２５－８

許可番号第　７６２０００８２０４　号

破砕施設

産業廃棄物処分量

産業廃棄物収集運搬量

一般廃棄物収集運搬量

破　砕 圧　縮

がれき類・ガラスくず・廃プラスチック・木くず・繊維くず・鉱さい

圧縮施設
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　1-6,処理実績・許可一覧

　　1-6-5,産業廃棄物収集運搬業許可一覧

備考

都道府県及び
制令都市

積替
保管

許可の年月日及び
有効月日

許可番号

燃
え
殻

汚
泥

廃
油

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず

ガ
レ
キ
類

鉱
さ
い

積換保管施設の所在地及
び面積、許可の条件

福岡県 無
令和４年　５月２３日
令和９年　５月２２日

第４０００００８２０４ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

山口県 無
令和４年　７月８日
令和９年６月１７日

第３５００００８２０４ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

佐賀県 無
令和４年　９月　３日
令和９年　９月　２日

第４１０１００８２０４ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

大分県 無
令和４年　９月１２日
令和９年　９月１１日

第４４０８００８２０４ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

熊本県 無
令和４年１２月　４日
令和９年１２月　３日

第４３０５００８２０４ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　　1-6-6,車両の種類と台数一覧

車格

10ｔ

10ｔ

10ｔ

4ｔ

8ｔ

4ｔ

3ｔ

2ｔ

2ｔ

軽

4ｔ

産業廃棄物収集運搬業

7.68m×2.49m×3.20m 1台

許可項目

種類 台数

1台ダンプ　

ダンプ　

散水車 5.76m×2.18m×2.51m 1台

1台3.39m×1.47m×1.79mキャブオーバ

着脱装置付コンテナ専用車

1台

規格

6.78m×2.25m×2.43m

9.32m×2.49m×3.16m

5.35m×2.19m×2.54m
ダンプ　

1台

1台

4.69m×1.69m×1.95m

4.69m×1.69m×1.96m 1台

1台着脱装置付コンテナ専用車 4.35m×1.69m×1.99m

キャブオーバ

キャブオーバ

ダンプ　 7.98m×2.49m×3.45m 1台

着脱装置付コンテナ専用車 6.69m×2..28m×2.51m 1台
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企業理念・環境方針

　2-1,社訓・企業理念

【社訓】

誠意 ： は人の道なり。
いつも真心を

創意 ： は進歩なり。
常に工夫と改善を

熱意 ： は心なり。
何事も一生懸命に

【経営理念】

存在理念 ： 私たちは安心して
快適な生活環境づくりを
通じて一人ひとりの夢を
実現します

経営理念 ： 挑戦する経営
人を活かす経営
顧客重視の経営
公正で開かれた経営

【行動規範】

行動理念 ： 自律
スピード
チームワーク
信頼
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　2-2,環境経営方針

【基本理念】

　光進ホールディングス株式会社は、「地球にやさしい企業」を目指し、

　日々研究開発に取り組む「環境屋」です。

　光進ＨＤグループでは、資源を上手に活用し、環境負荷の低減を推進した事業活動を行います。

　

　

【行動指針】

　環境経営システムを構築し、しっかりとした運用を行う事で、環境負荷の低減を積極的かつ、

　継続的に推進します。

　そのために以下の事項を重点的に取り組みます。

（1） 二酸化炭素の排出量削減

使用エネルギー（電気・ガソリン・重油・軽油）の削減に努めます。

（2） 廃棄物の排出量削減・廃棄物の分別・リサイクル

廃棄物の排出量を削減し、分別をしっかり行う事でリサイクルに取り組みます。

生産効率を上げ、リサイクル商品の販売促進に努め、廃棄物での新しい商品

開発を行います。

（3） 水使用量の削減

工場内での使用水はリサイクル水を使用し、水の節水に努め、

水道水使用量の削減に取り組みます。

（4） グリーン購入の推進

事務用品等、エコマーク商品を積極的に購入します。

（5） 環境関連法規等の遵守

事業活動に関連する環境関連法規等を遵守します。

（6） 全社員の関わり

弊社は【環境屋】として、全社員で環境活動に積極的に取り組み、

環境意識向上に向けた社員教育を行います。

（7） 地域社会との関わり

地域社会とのコミニュケーションを図り、積極的に清掃活動やボランティア活動に

努めます。

（8） その他

①化学物質（塗料）のSDSを保有し、SDSに従って化学物資を適正保管します。

②環境方針を全社員に周知徹底させるとともに、社外へも文書にて公表致します。

（9） ホールディングスと子会社を含めて、EA21を促進して行く。

制定日

改定日

光進ホールディングス株式会社

代表取締役社長 細川　忠広

環 境 経 営 方 針

平成23年11月1日

令和3年7月1日
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　3-1,当年度及び中期環境経営目標

　3-1-1,事務所・工場編

令和2年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

（基準年度） 目標 目標 目標

1
ｋｇ-CO2/
百万円

597.70
585.74以下

（2％）
585.74以下

（2％）
585.74以下

（2％）

1-①
ｋｇ-CO2/
百万円

245.32
240.41以下

（2％）
240.41以下

（2％）
240.41以下

（2％）

1-
②③

ｋｇ-CO2/
百万円

215.17
210.86以下

（2％）
210.86以下

（2％）
210.86以下

（2％）

1-④
ｋｇ-CO2/
百万円

0.51
0.496以下

（2％）
0.496以下

（2％）
0.496以下

（2％）

2 ｋｇ/百万円 491.22
481.39以下

（2％）
481.39以下

（2％）
481.39以下

（2％）

3 ｍ3/百万円 5.06
4.95以下

（2％）
4.95以下

（2％）
4.95以下

（2％）

4 -

5 -

6-① ｍ3 8253.6
8418.67以上

（2％増）
8418.67以上

（2％増）
8418.67以上

（2％増）

6-② ｍ3 2975.6
3035.11以上

（2％増）
3035.11以上

（2％増）
3035.11以上

（2％増）

6-③ ｍ3 10809
11025.18以上

（2％増）
11025.18以上

（2％増）
11025.18以上

（2％増）

6-④ 本 1
1.02以上
（2％増）

1.02以上
（2％増）

1.02以上
（2％増）

6-⑤ ｔ 618.22
630.58以上

（2％増）
630.58以上

（2％増）
630.58以上

（2％増）

7 実施回数 1回/月 1回/月（維持） 1回/月（維持） 1回/月（維持）

（*1） 単位　令和4年度の売上金額（約959百万円）

（*2） （　）の中は基準年度よりの削減％を表す

＊ 二酸化炭素排出係数は、電力：0.485kg-CO2/kWhを用いた。（令和4年度　日本テクノ㈱の排出係数）

＊ 廃棄物排出量とは、自らが排出事業者となる一般廃棄物及び産業廃棄物であり、受託した一般廃棄物及び

産業廃棄物の収集運搬量は含まないものとした。

総製品生産量または
総商品販売量（ｴｺﾗｲﾝB）

エコマーク商品の調査を行い、購入時には積極的にエコマーク商品を購入する。

化学物質使用量
の削減

化学物質の適正な管理に努める。

総製品生産量または
総商品販売量（再生ﾊﾞﾗｽ）

会社周辺の
清掃活動

総製品生産量または
総商品販売量（再生粒調）

総製品生産量または
総商品販売量（再生埋戻）

総製品生産量または
総商品販売量（ｴｺﾗｲﾝA）

環境目標 単位（＊1）

二酸化炭素排出量
の削減

廃棄物排出量
の削減

使用量（排水量）
の削減

グリーン購入
の推進促進

電気使用量
の削減

燃料使用量
の削減

液化石油ガス（LPG）
使用量の削減
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　3-1,当年度及び中期環境経営目標

　3-1-2,建設編

令和2年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

（基準年度） 目標 目標 目標

1
ｋｇ-CO2/
百万円

335.47
328.76以下

（2％）
328.76以下

（2％）
328.76以下

（2％）

1-① Ｌ/百万円 8.41
8.243以下

（2％）
8.243以下

（2％）
8.243以下

（2％）

1-② Ｌ/百万円 122.46
120.01以下

（2％）
120.01以下

（2％）
120.01以下

（2％）

2 ｍ3/百万円 11.22 11.22(維持） 11.22(維持） 11.22(維持）

3-① -

3-② -

（*1） 単位　令和4年度の売上平均金額（約274百万円）

（*2） （　）の中は基準年度よりの減少％を表す

＊ 二酸化炭素排出係数は、電力：0.485kg-CO2/kWhを用いた。（令和4年度　日本テクノ㈱の排出係数）

近隣挨拶及び作業後毎日清掃する。

防音シートを使用し、建設騒音を防止する。

環境目標 単位（＊1）

二酸化炭素排出量
の削減

使用量（排水量）
の削減

建設騒音
の極力防止

現場周辺地域との
協調・清掃活動

ガソリン使用量
の削減

軽油使用量
の削減
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　4-1,環境経営計画

　4-1-1,事務所・工場編

① エアコン設定温度を決める、実行する

② LED・照明器具の導入を検討

③ 不要電力消費制御（不要な場合は機械を止める）

④ 昼休み・離席時の不要照明の消灯

⑤ 一定時間使用しなかった時のパソコン自動エコモード設定

① アイドリングストップ

② エコドライブの励行

③ 効率の良い運転経路の確認

④ エコカー導入

3 軽油使用量の2％の削減 ① アイドリングストップ・回転数の見直し

4 液化石油ｶﾞｽ（LPG）使用量の2％の削減 ① 適正な火力にて使用する

1 紙使用量の2％の削減 ① 裏紙の利用

① 分別排出の徹底

② 水分量の削減の為　干して乾燥させる

① 節水活用の推進

② 雨水貯水槽の計画

① エコマーク商品の調査

② エコマーク商品への切り替え

① 化学物質の適正な管理に努めます。

② 化学物質の蒸発を防ぐ。

1 販売量の向上 ① 営業活動（建設現場）を強化し、販売量向上に努める

1 会社周辺の清掃活動 ① 現状を維持する

7，地域社会との関わり

取組目標 活動項目

1 化学物質使用量の削減

６，総製品生産量または総商品販売量の増量

取組目標 活動項目

1 グリーン購入の推進

5，化学物質使用量の削減

取組目標 活動項目

4，グリーン購入の推進

取組目標 活動項目

取組目標 活動項目

1 節水活用と雨水の有効活用

2 ゴミ排出の2％の削減

3，水の総排出量の2％削減

1 電気使用量の2％の削減

2 ガソリン使用量の2％の削減

2，廃棄物総排出量の2％削減

取組目標 活動項目

1，二酸化炭素排出量の2％削減

取組目標 活動項目
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　4-1,環境経営計画

　4-1-2,建設編

① アイドリングストップ

② エコドライブの励行

③ 効率の良い運転経路の確認

④ エコカー導入の検討

2 軽油使用量の2％の削減 ① アイドリングストップ・回転数の見直し

1 節水活用と雨水の有効活用 ① 節水活用の推進

1 建設騒音の防止 ① 防音シートを使用し、建設騒音を防止する

1 現場周辺地域との協調・清掃活動 ① 近隣挨拶及び作業後の清掃

取組目標 活動項目

4，地域との協調

取組目標 活動項目

2，水の総排出量の削減

取組目標 活動項目

3，建設騒音の防止

1，二酸化炭素排出量の2%の削減

取組目標 活動項目

1 ガソリン使用量の2％の削減
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　5-1,目標の実績及び次年度の取組内容
　実施体制

★

●

＊EA21委員会及びEA21事務局

　の責任者

★ → (正)責任者

● → (副)責任者

★

細川　忠広
阿部　知之
林田　拓也

酒井　信太郎

光進工業(株)
光進総建(株)
(株)ＣＬＧ
(株)テラ

運輸部門責任者・車の燃料（ガソリン・軽油）

細川　忠広
松永　佐知子

光進工業(株)
(株)ＣＬＧ

廃棄物の責任者・廃棄物の排出量管理

ＥＡ２１事務局 ＥＡ２１文書及び記録類の作成・維持・管理

阿部　知之 光進総建(株) エネルギー部門の責任者・燃料、電気、水の管理

細川　忠広
光進工業(株)
代表取締役

全体の把握／環境管理責任者、環境管理システムを構築し

運用し、その状況をホールディングス社長に報告する。

ＥＡ２１委員会 環境目標の達成状況及び活動計画の実行状況を審議する(毎月1回)

氏名 所　属 役割・責任・権限

細川　忠広
光進ホールディングス(株)

代表取締役

全体総括、環境方針の設定、環境への取り組みを実施する為の

資源準備、全体の評価と見直し

工場

光進工業(株) 光進総建(株) (株)ＣＬＧ

事務所(株)テラ

細川　千波

EA21事務局

玉井　和美

玉井　和美

環境管理責任者

細川　忠広

EA21委員会

細川　忠広

阿部　知之

松永　佐知子

池上　文子

藤本　倫康

酒井　信太郎

EA21実施体制

光進ホールディングス(株)



　5-1,目標の実績及び次年度の取組内容

5-1-0,二酸化炭素排出量（全社） 433,254 kg-CO2

5-1-1,事務所・工場編

●令和4年4月～令和5年3月の運用期間の目標に於ける実績は以下の通りであった。

令和2年度 令和4年度 令和4年度

基準年度 目標 実績

二酸化炭素総排出量 kg-CO2 313,171.00 352,872.80

二酸化炭素排出量の削減
kg-CO2/
百万円 597.70 585.74以下 367.95 159%

① 電気の使用量削減
kWh/

百万円 245.32 240.41以下 133.11 181%

② 燃料の使用量削減
L/

百万円 215.17 210.86以下 118.84 177%

③ 液化石油ｶﾞｽ（LPG）の使用量削減
㎥/

百万円 0.507 0.496以下 0.16 310%

廃棄物の排出量削減
ｋｇ/

百万円 491.23 481.395以下 834.25 58%

排出水の削減
ｍ3/

百万円 5.06 4.95以下 2.19 226%

グリーン購入の推進 積極的にエコマーク
商品を購入する

化学物質使用量の削減 化学物質の
適正な管理に努める

ｍ3 8231.1 8313.41以上 5,200.30 63%

ｍ3 2152.5 2174.02以上 4,331.00 199%

ｍ3 7248.5 7320.98以上 10,205.60 139%

本 42 42.42以上 0.00 0%

ｔ 704.97 712.01以上 619.95 87%

地域社会との関わり 1回/月（維持）

＊ 二酸化炭素排出係数は、電力：0.485kg-CO2/kWhを用いた。（令和4年度　日本テクノ(株)の排出係数）
＊ 分母は令和4年度の売上金額（約９５９百万円）

5-1-1①,活動計画の取組結果

●二酸化炭素排出量の削減 ●グリーン購入の推進
　　①電気使用量の削減 削減目標を240.41kwh/百万円としたが、これの実績は目標を 　購入前にカタログにてきちんと調査を行い、

181％達成出来た。この要因は、グループ全員が日々きちんと 　グリーン商品の購入が出来た。

無駄のない使用を心掛け、継続して取組んでいることが寄与し

たと考えられます。

今後も引続き節電を心掛け、取組を実行していく。 ●化学物質使用量の削減
　ＳＤＳに従って、適正な管理が出来た。

　　②燃料使用量の削減 削減目標を210.86L/百万円としたが、これの実績は目標を177％達成出来た。

これの要因は、日々継続して重機・トラック等のアイドリングストップや運行経路 ●総製品生産量または総商品販売量
の確認等、取り組んでいることが寄付したと考えられます。 　①再生バラス 　販売目標を8313.41ｍ3としたが、これの実績は

今後も引続き継続して取組を実行していく。 　目標の63％しか達成出来なかった。

　
　②再生粒調 　販売目標を2174.02ｍ3としたが、これの実績は

　　③液化石油ｶﾞｽ(LPG）の削減 削減目標を0.496㎥/百万円としたが、これの実績は目標の310％達成出来た。 　目標を199％達成出来た。

これの要因は、継続して取り組んでいる、適正な火力にて使用する取組を

日々きちんと取組んでいることと、お昼時の予備のお湯を沸かさない様に、 　③再生埋戻 　販売目標を7320.98ｍ3としたが、これの実績は

量を調整した取組が寄付したと考えられます。 　目標を139％達成出来た。

今後も、少しでも削減できる様に、継続して取組を行っていく。

　④エコラインA 　販売目標を42本としたが、これの実績は

　目標の0％しか達成出来なかった。

●廃棄物排出量の削減
削減目標を481.395ｋｇ/百万円としたが、これの実績は目標を58％しか達成できなかった。 　⑤エコラインB 　販売目標を712.01ｔとしたが、これの実績は

これの要因は、日々の廃棄物で分別（リサイクル）出来ない素材が増えて来たことが寄付し 　目標の87％しか達成出来なかった。

ものと考えられます。

今後も継続して徹底した分別を行い、廃棄物排出量削減に努めていく。 　　　　　　　②③共に、営業努力が寄付し、今までより販売量が

　　　　　　　増えてきました。

　　　　　　　①④⑤に関しては、昨年に引き続き営業不足による

●排出水の削減 　　　　　　　新規顧客取得が出来なかった事が寄付したと考えられます。

削減目標を4.95ｍ3/百万円としたが、これの実績は目標を226％も達成出来た。 　　　　　　　これからも営業活動に力を入れ、取組んで行く。

この要因は、日々の蛇口閉め忘れチェックや、手洗い場の水量が少なくなるように

ボルト調整したりした継続した取組が寄与したと考えられます。

今後も徹底して現状の取組内容を継続して行く。 ●地域社会との関わり
　　活動目標を1回/月としたが、これの実績は　目標の50％（6回/年）

　　しか達成出来なかった。

　　これの要因は、忙しさに甘えて、日程調整が出来てなかった事が

　　寄付したと考えられます。

　　忙しい時でも、日程調整をきとんと行い、取組を実行して行く。

総製品生産量または総商品販売量
（再生バラス）

項目
単位
（＊1）

目標の
達成率

- 調査を行い購入できた

- 適正な管理が出来た

総製品生産量または総商品販売量
（エコラインB）

- 6回/年

総製品生産量または総商品販売量
（再生粒調）

総製品生産量または総商品販売量
（再生埋戻）

総製品生産量または総商品販売量
（エコラインA）
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　5-1,目標の実績及び次年度の取組内容

5-1-2,建設編

●令和4年4月～令和5年3月の運用期間の目標に於ける実績は以下の通りであった。

令和2年度 令和4年度 令和4年度

基準年度 目標 実績

二酸化炭素総排出量 kg-CO2 93,597.00 80,381.04

二酸化炭素排出量の削減
kg-CO2/
百万円

335.47 328.76以下 293.36 112%

① 燃料の使用量削減
L/

百万円
130.87 128.253以下 115.53 111%

排出水の削減
ｍ3/

百万円
11.22 11.22維持 12.65 89%

現場周辺地域との協調・清掃活動 近隣挨拶及び毎日清掃をする

建設騒音を極力防止 建設騒音を防止する

＊ 母数は工事の売上平均高（約274百万円）

　　

　　8-1　活動計画の取組結果（現場）5-1-2①,活動計画の取組結果

●二酸化炭素排出量の削減
　　①燃料使用量の削減 　　削減目標を128.253L/百万円としたが、これの実績は目標の111％達成出来た。

　　これの要因は、昨年に比べ現場受注数が減った事や現場の場所が関与したものと

　 考えられます。
　　引続き、エコドライブ・アイドリングストップ・運行経路の確認等の取組をおこない
　　継続して取り組んでいく。

●排出水の削減
　　削減目標を11.22㎥/百万円としたが、これの実績は目標の89％しか達成出来なかった。
　　これの要因は、埃の飛散防止や近隣との調和の為、念入りに散水作業を行った事が
　　寄与したものと考えられます。
　　これから散水量を確認しながら、引続き取組を実行して行く。

●現場周辺地域との調和・清掃活動
　  周辺地域とのコミュニケーションを大切に、挨拶及び清掃活動を行った。

●建設騒音を極力防止
　  建設騒音防止の為、ＲＣ現場では、きちんとシートをして騒音を防止出来た。

項目 単位
目標の
達成率

- シートをして防止出来た

- 日々挨拶及び清掃を行った
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　5-1,目標の実績

     5-1-4,別表(グラフ）

　　【事務所・工場編】 《電気》 《廃棄物》

《燃料》 《排出水》

　　【工事編】 《燃料》 《排出水》

212 198 203 218 205
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燃料使用量

（L）
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（㎥）

工事件数

287.62 
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0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

1,000.00

H30年度 H31年度 R2年度 R3年度 R4年度
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売上高

(百万円）

317.55 

209.68 200.62 
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412.69 
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廃棄物排出

（ｋｇ）

売上高

(百万円）

6.30 4.48 4.71 2.79 2.19 
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　5-2,次年度の環境経営目標及び環境経営計画の内容

次年度の取組内容は、引続き同じ内容にて取組こととする。

　6-1,環境関連法規の遵守状況及び違反、訴訟等の有無

環境関連法規への遵守状況をチェックの結果違反はありませんでした。

尚、関係当局よりの違反の指摘、利害関係者からの訴訟等も

過去3年間ありませんでした。

法律一覧
遵守状況

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律 〇

・騒音規制法 〇

・消防法 〇

・フロン排出抑制法（改正フロン法） 〇

・ＰＣＢ特措法 〇

・労働安全衛生法 〇

・リサイクル法 〇

・再生資源利用省令 〇

・特定副産物利用促進省令 〇

・建設リサイクル法 〇

・家電リサイクル法 〇

・大気汚染防止法 〇

・振動規制法 〇

法律一覧
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　7-1,代表者による全体評価と見直し結果（総評）

　今年もコロナ過での１年を過ごす事になり、思うように勧められない１年となりました。

それでも、グループ各社それぞれが賢明に経営活動に勤しんでくれ、努力を続けてきてくれ

たおかげで何とか１年を終える事が出来ました。何より、このような状況下で玉井室長に於

いては、粛々とエコアクション２１の事を進めてくれ、まだ慣れない新入社員や新役員への

指導も含めしっかりとした事務局を行ってくれました。この場を借りて心から感謝申し上

げます。

　令和５年３月に、何とか北九州市立大学の大学院を卒業する事が出来ました。この２年間

の中で多くの学びや気づきがあり、今までの経営に対しての答え合わせの様なものであっ

たり、また、今の経営哲学を学べたり、その中でもやはり興味を以って受講したものは「環

境ビジネス」でした。当初は、日本や世界の環境をビジネスとしたものの紹介や事例発表な

どだろうと思っていましたが、まったくそうではなく、いわゆる「エコ」だけではなく、地

域環境や自分自身の置かれている環境も含めたビジネスライクの講義でした。でも、私とし

ては、エコという意味に重きを置いた環境ビジネスに興味があり、先生と同期学生と共に多

くの議論を交わし自分の考えやエコに全く興味のない人たちのエコへの捉え方なども知る

事が出来ました。この経験を大切に、光進グループのエコアクション２１をもっと進化させ

て行きたいと思います。

　グループが少しずつ確立して行く中で、従業員の増加や色々なものが動く事でのエネル

ギー消費量の増加など、事業拡大と共に数字自体が伸びてしまう事にどうしてもとらわれ

がちになってしまう傾向があります。このような場合、一度、最小の単位に落とし込み直し

て、数字を見直してみると、最大量が増えていても、時間当たりや１㎥あたりの数字は下が

ってきているのかもしれないので、そういった物差しでマクロとミニマムを対比してみて

行きたいと思います。

　結びに、毎年この総評を書き始める事で、自分自身もエコアクション２１を振り返れる良

いきっかけになっています。これからも、定期的に見つめなおせるタイミングを自分自身で

見つけながら、拡大しているグループでいかにエコアクション２１が大切な取り組みなの

かを全てのスタッフに説いていけるようさらに努力していく事を誓い、総評と代えさせて

ていただきます。

　光進ホールディングス株式会社

　　代表取締役　細川　忠広

令和5年6月12日
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　8-1,取組内容

取組内容～1～

　　不要な電球は取り外しています。

【ｺﾞﾐの量を減らす為、取り組んでます】

    水分を
    飛ばす為
    干してます

肥料にし
菜園等に
使用してます

【省エネの為、受付天井の工事を行いました】
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　8-1,取組内容

取組内容～2～

　　ﾄｲﾚ

　　　　　台所
　　　　節水への呼びかけ

　　ﾄｲﾚ
　　トイレタンクの中に
　　ペットボトルをいれてます。

　　　　　洗濯場

　　　　設定温度を決めてます。 　給湯器は最低温度（37℃）を
　保ってます。

　　　節電への呼びかけ。

　重機全台に貼り付け、
　呼びかけてます。

　　全車に貼り付け、
　　エコドライブを推進しています。
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　8-1,取組内容

取組内容～3～

ｺﾞﾐは分別してリサイクルしています。

プラスチック 紙 ビニール

ｱﾙﾐ・ｽﾁｰﾙ・びん・ペットﾎﾞﾄﾙ ﾌﾟﾙﾄｯﾌﾟとｷｬｯﾌﾟは別に
に分別してます。 分けてます。

呼掛けチラシを、

新たにし、意識

改善 UPを目指

してます。

絵を入れて、

分りやすく

しました。
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　8-1,取組内容

取組内容～4～

【清掃活動】

　　　　　　R4.6.6　まち美化清掃に参加しました

R4.10.3　まち美化清掃に参加しました

【対策①】

　電気使用量削減の為、ネット・すだれを設置し、
　暑さ対策を行ってます！！

【対策②】

電気使用量削減の為、工場照明器具を「エコ太郎」
に、取り替えました！！
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　8-1,取組内容

取組内容～5～

【その他】

　　　　　　朝の声掛け運動 　　　　　　　　ヒヤリハット会議 　　　　　　　　　　　免許証ﾁｪｯｸ

ｱﾙｺｰﾙﾁｪｯｸ 　　　　　　No残業ｄａｙの呼びかけ 　　　　　　古切手を集めて、寄付してます

　

　　　50周年を記念して
　　　ラッピングバスを製作しました（北九州市営バス）

　第47回福岡県献血運動推進大会
　にて、感謝状を頂きました

R1.11.27 H30.10.10
環境経営（活動）ﾚﾎﾟｰﾄ大賞・九州において 「北九州市環境にやさしい事業所」
「外部コミュニケーション優秀賞」を受賞致しました 　　　　　　　に認定して頂きました
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　8-1,取組内容

取組内容～6～

【その他】

●弊社は、同じ地域に出来た、仮出所者更生保護施設からの元受刑者や、
　生活保護受給者達の社会復帰の支援や児童相談所からの未成年の保護活動を積極的におこなってます。

　

平成25年9月28日
北九州市より
協力事業主として表彰されました

福岡保護観察所より
　　　ソロプチミスト日本財団様より 　更生保護事業の功績をたたえて

社会ボランティア賞を頂きました 　感謝状を頂きました 　　　　　　　    　　　　　　　　　福岡ひびき信用金庫様より

　　　　　     　　地域社会貢献部門の福岡ひびき経営者賞を頂きました

平成27年4月　1号館完成 令和元年6月　2号館完成

　【光進工業㈱　陽だまり寮】
　民間企業で日本初！！　 社会復帰を目的とした更生支援寮を建てました

平成25年4月10日 ・ 平成25年8月5日 ・ 平成27年5月17日

新聞に掲載されました
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　9-1,廃棄物処理フロー図
フロー図～1～

・金属

・金属

オーバー分　リターン

・
ＲＣ－４０

一 般 土 木 業 者 へ 販 売

・
ＲＭ－２５

・
ＫＲＢ－４０

手作業

↓

振動篩い機

製品

↓

マグネット ← 搬送コンベアー → 異物の除去

→ 異物の除去
手作業

↓
インペラー

（２次破砕機）

ジョークラッシャー
（１次破砕機）

マグネット ← 搬送コンベアー

↓

重機にて小割

↓

受入ホッパー

↓

が れ き 類
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　9-1,廃棄物処理フロー図
フロー図～2～

・金属

・金属

オーバー分　リターン

重機にて小割

受入ホッパー

↓

↓

↓
ジョークラッシャー

（１次破砕機）

マグネット ← 搬送コンベアー → 異物の除去
手作業

インペラー
（２次破砕機）

↓

マグネット ← 搬送コンベアー → 異物の除去

↓

手作業

振動篩い機

製品

・
ＫＲＢ－４０ 一 般 土 木 業 者 へ 販 売

↓

ｶﾞﾗｽ類
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　9-1,廃棄物処理フロー図
フロー図～3～

・ 金属

・ 木くず
・ 繊維くず
・ 廃プラスチック
・ 一般ゴミ
・ その他

・ アルミ
・ ステン
・ その他鉄くず

・ 学校関係の商社へ販売（古波蔵石灰工業） ・ 熱燃料へ
・ 肥料関係企業へ販売（清和肥料工業） ・ その他
・ その他

異物の除去

↓

（重機・シャベルローダー）
↓

受入ホッパー

↓
ＳＳＣ

大　気 大気中へ（１次破砕機）
↓ ↓

受入ホッパー コンプレッサ

↓ ↓

高磁力マグネット ← 搬送コンベアー 集塵機

↓

フレコンバック ４ｔコンテナ

ファン

↓
ロールミル

（２次破砕機）
↓

搬送コンベアー

↓

振動篩い機

↓ ↓

出荷 出荷

シュート（粉末） シュート（紙屑）
↓

廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
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　9-1,廃棄物処理フロー図

　フロー図～4～

→ 異物の除去（手作業）

・紙くず

・金属くず

・木くず

・その他

・カレット（九大重建環境商事）

手選別

受入ホッパー

SSC-2-50140

１次破砕機

↓

↓

↓

輸送ベルトコンベアー

磁選機

↓

ＣＺ１００

２次破砕機

↓

搬送コンベアー

↓

搬出ホッパー

↓

製　　　　品

廃プラスチック
（破砕機）
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　9-1,廃棄物処理フロー図

　フロー図～5～

→ 異物の除去（手作業）

・紙くず

・廃プラスチック

・木くず

・その他

・ブッロク柱

↓

↓

↓

↓

↓

手選別

投　　入

減容機

搬　　出

製　　　　品

発泡スチロール
（減容機）
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　9-1,廃棄物処理フロー図

　フロー図～6～

→ 異物の除去（手作業）

・紙くず

・廃プラスチック

・木くず

・その他

・プレスプラ

・プレス紙

↓

↓

↓

↓

↓

手選別

投　　入

圧縮機

搬　　出

製　　　　品

プレスプラ・紙
（減容機）
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　9-1,廃棄物処理フロー図
　　　フロー図～7～

→ 異物の除去（手作業） → 異物の除去（手作業）

↓ ・紙くず →自社処理（圧縮） ↓ ・紙くず →自社処理（圧縮）

手選別 ・金属くず →有価にて売却 手選別 ・金属くず →有価にて売却

↓ ・その他 ↓ ・その他

受入ホッパー 受入ホッパー

↓ ← ↓

SSC-2-50140 SSC-2-50140

破砕機 破砕機

↓ ↓

搬送コンベアー 搬送コンベアー

↓ ↓

磁選機 磁選機

↓ ↓

HM-100S HM-100S

破砕機 破砕機

↓ ↓

搬送コンベアー 送風機

↓ ↓

搬出ホッパー エアーダクト

↓ ↓

製　　　　品 製　　　　品

・おがくず ・おがくず

納入先　：　木材開発へ売却 納入先　：　木材開発へ売却

　　　　　バイオマスボイラー燃料として使用されます。 　　　　　バイオマスボイラー燃料として使用されます。

廃石膏ボード
剥離紙

木くず

（破砕機）

繊維くず

（破砕機）
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　9-1,廃棄物処理フロー図
フロー図～8～

・ 焼却

日明清掃工場

回収

一般廃棄物
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